













































































0 0 0 0 0 0 0 0
愛へと私たちを誘っている。そして、熱い心
0 0 0
を、
響かせ
0 0 0
ている
0
。
　そういう温かいキリスト教の精神が、この尚絅の根底にどっしりと根付いているのだ。必ず
しもいつも表立って見えてはいなくても、じわじわと、ゆっくりと、幼稚園から大学まで学院
全体を包んでいるのだ。尚絅――それは愛を育む畑。ブゼル先生が命を懸けて耕した畑は、キ
リストの光と愛を浴びて柔らかく種を育み続けている。
　窓の外を見れば、ゆりが丘も桜の蕾がほころび始めた。息をしているこの一瞬一瞬が、この
花びらのように切ないほどありがたい。今年もまた、もうすぐ新入生が入ってくる。この一年、
（17）
わたしたちはどれだけ豊かな畑であれるだろうか。萌え出ずる種が途中で枯れてしまわないよ
うに、何十倍もの実がなるように、祈りを込めて教育できるだろうか。
　建物は朽ちる、人は入れ替わる、でもブゼル先生が掲げた理念は変わることがない。衣錦尚
絅――この聖なる四文字は究極的に、神の身分でありながら遜って人体をまとわれた主イエス・
キリストご自身の生き方を表している。
　たとえ在学中に尚絅の深みが理解できなくてもいい。いつの日か母校を懐かしく思い出した
とき、この校名の深みがぐっと胸に迫って響くこともあるかもしれない。だってこの子たちは
台風で尚志祭が流れても、コロナで卒業式が端折られても、その中に生きる喜びをきちんと見
出すことができたではないか。
　巣立ちゆく教え子の後ろ姿を眺めていたら、人知れずそんな確信が湧いたのであった。ブゼ
ル先生の畑で育った「梅の花」は、きっと今ごろ新しい土地で気高く香っているに違いない。
神に仕える尚絅
教授　上　村　　　静
「だれも、二人の主人に仕えることはできない。一方を憎んで他方を愛するか、一方に親
しんで他方を軽んじるか、どちらかである。あなたがたは、神と富（マモン）とに仕える
ことはできない。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マタイ6:24［新共同訳］）
１．「政教分離」という欺瞞
　西洋近代は宗教改革によって幕を開けた。それは宗教戦争の時代をもたらし、やがて教会に
よる支配から国家による統治へと進展し、国民国家という新しい統治形態を生み出した。近代
西洋国民国家は「政教分離」を掲げる。しかし、国家と宗教の間には緊張関係がある。「政教
分離」は、宗教を「私的な領域」、心の問題に限定することを要求する。今日「宗教」と呼ば
れている事柄は、近代以前においては概念化されていなかった。「宗教的なもの」は政治・経
済はもとより、人々の日常生活のあらゆる側面を規定する世界観・価値観であり、それを「宗
教」（religion）という言葉で対象化することはなかった。近代国民国家の成立過程において、「公
的な領域」から教会が締め出されていったとき、「私的な領域」としての信教の自由が考案さ
れるにいたった。国民国家の典型とされるフランスにおいて政教分離は「ライシテ」と呼ばれ
るが、今日においてなお「宗教」を「公的な領域」に持ち込むことは禁じられている（ムスリ
ムの女子学生がスカーフを巻いて登校することなどが禁じられている）。
　国民国家が宗教を公的領域から排除するのは、神信仰が国家への忠誠を揺るがすからである。
資本主義と手を組んだ国民国家（マモン）は、神が自らを規制することを毛嫌いするのである。
そこで神を「私的な領域」、心の問題へと閉じ込めるために「宗教」という概念を創り出し、「公
的な領域」から排除した。ここに「政教分離」なる擬制が誕生した。
　国民国家は国民に自らに対する忠誠を要求するのだが、ここにはプロテスタントの人間理解
